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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 
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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 
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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS X 6230:2017 は改

正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格に従うことは，次の者の有する特許権等の使用に該当するおそれがあるので，留意する。 

－ 氏名：日立コンシューマエレクトロニクス株式会社 

－ 住所：〒244-0817 神奈川県横浜市戸塚区吉田町 292 番地 

 

－ 氏名：パナソニック株式会社 

－ 住所：〒540-6207 大阪府大阪市中央区城見 2 丁目 1－61 OBP パナソニックタワー 

 

－ 氏名：パイオニア株式会社 

－ 住所：〒113-0021 東京都文京区本駒込 2 丁目 28 番 8 号 文京グリーンコート 

 

－ 氏名：ソニーグループ株式会社 

－ 住所：〒108-0075 東京都港区港南 1－7－1 

上記の，特許権等の権利者は，非差別的かつ合理的な条件でいかなる者に対しても当該特許権等の実施

の許諾等をする意思のあることを表明している。ただし，この規格に関連する他の特許権等の権利者に対

しては，同様の条件でその実施が許諾されることを条件としている。 

この規格に従うことが，必ずしも，特許権の無償公開を意味するものではないことに注意する必要があ

る。 

この規格の一部が，上記に示す以外の特許権等に抵触する可能性がある。経済産業大臣は，このような

特許権等に関わる確認について，責任はもたない。 

なお，ここで“特許権等”とは，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権をいう。 
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日本産業規格          JIS 
 X 6230：2022 
 

情報の交換及び蓄積用のデジタル記録媒体－ 

120 mm 単層（25 ギガバイト／ディスク）及び 

2 層（50 ギガバイト／ディスク）BD レコーダブル

ディスク 

Digitally recorded media for information interchange and storage- 

120 mm Single Layer (25.0 Gbytes per disk) and  

Dual Layer (50.0 Gbytes per disk) BD Recordable disk 

 
序文 

この規格は，2021 年に第 3 版として発行された ISO/IEC 30190 を基とし，用語及び定義を充実させる

など，技術的内容を変更して作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

100 社以上が参加するブルーレイディスクアソシエーション（BDA）で作成された，ブルーレイディス

ク TM の物理フォーマットをベースに，四つの記録形ディスクの ISO/IEC 物理規格が作成された。この規

格の第 1 版は，2016 年に第 2 版として発行された ISO/IEC 30190 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。この規格は，4K 放送及び 8K 放送の記録に必要な，アプリケーシ

ョン関連事項を追加して 2021 年に第 3 版として改訂された ISO/IEC 30190 を基に，改訂内容を取り込み

作成したこの規格の第 2 版の日本産業規格であるが，対応国際規格では OBP（Online Brousing Platform）

があることを前提に削除された ISO/IEC 30193:2020 との共通の用語を，日本産業規格として追加してい

る（日本産業規格では OBP はまだ構築されていない。）。 

BD レコーダブルディスクにビデオの記録再生を行うためには，この国際規格以外に BDMV 及び BDAV

といった BDA で規定したフォーマットが必要となる。これらの BDA 規定の応用関連フォーマット，ファ

イルシステムフォーマット又は著作権保護フォーマットは，ディスク，情報生成システム，及び情報受領

システムに必要である。更に詳細な BD フォーマットに関する情報が必要な場合，https://www.blu-

raydisc.info を参照。 

1 適用範囲 

この規格は，記録容量 25 ギガバイト（GB）及び 50 GB の 120 mm レコーダブル光ディスクの機械的特

性，物理的特性及び光学的特性を規定するとともに，そのディスクを用いての情報交換を可能にする記録

及び未記録の信号品質，データのフォーマット及び記録方法について規定する。使用者データは，非可逆


